
東京大学・宇宙線研究所・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(A)（一般）

2021～2017

大口径大気チェレンコフγ線望遠鏡の稼働で迫る高エネルギー天体現象の発展的理解

Further understanding of high-energy astronomical phenomena by operating the 
large-aperture atmospheric Cherenkov gamma-ray telescopes

４０３００８６８研究者番号：

窪　秀利（Kubo, Hidetoshi）

研究期間：

１７Ｈ０１１２６

年 月 日現在  ５   ５ ３１

円    32,600,000

研究成果の概要（和文）：次世代の国際宇宙ガンマ線天文台であるチェレンコフ望遠鏡アレイ計画CTAを推進
し、CTAの中で最大口径を持つ23m望遠鏡(LST)初号基をスペイン・ラパルマ島に建設し、科学観測を開始した。
さらにLST 2－4号基の望遠鏡要素を製作し、現地建設の準備を行った。また、ガンマ線望遠鏡MAGICを用いて、
ガンマ線バーストからの超高エネルギーガンマ線の高有意度検出に史上初めて成功した。また、IceCube実験な
どとの共同で、ニュートリノとガンマ線による高エネルギーニュートリノ放射源天体の同定に史上初めて成功し
た。さらに、暗黒物質質量の対消滅断面積上限値に対して、従来に比べ強い制限を与えることに成功した。

研究成果の概要（英文）：We have promoted the Cherenkov Telescope Array Project CTA, the 
next-generation international gamma-ray observatory, and constructed the first 23-m aperture 
telescope (LST) with the largest aperture in the CTA on La Palma Island, Spain, and started 
scientific observations. In addition, the elements of the 2nd - 4th LST telescopes were manufactured
 and prepared for on-site construction. With the gamma-ray telescope MAGIC, located adjacent to LST,
 we detected very high-energy gamma rays from a gamma-ray burst at high significance for the first 
time. In collaboration with the IceCube observatory and others, we also succeeded for the first time
 in identifying a very high-energy neutrino emitting source by cosmic neutrino and gamma-ray 
observations. Furthermore, we obtained the upper limit of the annihilation cross-section of the dark
 matter more strongly than before.

研究分野：高エネルギー宇宙物理学

キーワード： 宇宙ガンマ線　宇宙線　ブラックホール　活動銀河核　ガンマ線バースト　白色矮星　暗黒物質探索

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
CTAは超高エネルギーガンマ線領域における世界唯一の大規模天文台であり、CTAの完成と長期運用によって、ガ
ンマ線観測による宇宙物理学・天文学の一層の発展をもたらすことができる。さらに、CTAは25か国約1500名で
推進している国際大型計画であり、日本学術の国際性向上に貢献している。また、ブラックホール天体からの高
エネルギーニュートリノとガンマ線放射の発見は、マルチメッセンジャー天文学の急進展のきっかけとなった。
さらに、ガンマ線バーストからの超高エネルギーガンマ線の発見によって、ブラックホール誕生および莫大なエ
ネルギー放出のメカニズムについて新たな知見を得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
宇宙からの超高エネルギーガンマ線(可視光の１兆倍のエネルギーであるテラ電子ボルトTeVの
領域)の観測は、地上に設置された大気チェレンコフ光検出型のガンマ線望遠鏡の稼働により、
2000 年代に入って急速に進展し、天の川銀河内外から 100 を越える天体が検出された。また、
これより低いエネルギーの高エネルギーガンマ線(可視光の 10 億倍のエネルギーであるギガ電
子ボルト GeVの領域)は、フェルミ衛星により 3000近くの天体が検出され、TeVガンマ線の観
測とあわせて、宇宙の高エネルギー現象、宇宙線の起源が解明されつつあった。ガンマ線観測に
よる宇宙物理学をさらに大きく発展させるため、我々は、次世代の国際宇宙ガンマ線天文台とな
るチェレンコフ望遠鏡アレイ Cherenkov Telescope Array (CTA)計画を推進している。CTA 計
画は、計 100 台近くの
大・中・小口径のチェレ
ンコフ望遠鏡を北半球
(スペイン)と南半球（チ
リ）サイトに設置し、全
天からの 20 GeV から
300 TeV までの宇宙ガ
ンマ線観測を、従来より
一桁高い感度で実現す
る 25か国国際協力実験
である(図１)。 
 
２．研究の目的 
(1) CTA 天文台の中で最も大きい 23m 口径を持ち、最も低い観測エネルギー閾値 20 GeVを
持つ、大口径望遠鏡(LST)の初号基を CTA 北半球サイトである、スペイン・カナリア諸島
ラパルマ島に建設し、装置調整を完了させ、科学観測を開始する。 
 

(2) 現在稼働中の TeV ガンマ線望遠鏡MAGICと、GeVガンマ線衛星フェルミを用いた、0.1 
GeV から数 10 TeV までの広帯域ガンマ線観測を行い、宇宙の高エネルギー現象、宇宙線
の起源、さらに暗黒物質正体の解明に挑む。 

 
３． 研究の方法 
(1) CTA 大口径望遠鏡初号基に搭載する焦点面カメラ(光検出器と読み出し回路)の組み上げお
よび品質管理試験をした後、望遠鏡に取り付けて、初号基の建設を完了させ、装置調整、試
験観測、望遠鏡全体の性能評価をした後に、科学観測を開始する。 
 

(2) 国際協力により現在稼働中の TeV ガンマ線望遠鏡 MAGIC と GeV ガンマ線衛星フェルミ
を用いた、0.1 GeVから数 10 TeVの広帯域ガンマ線観測を行い、宇宙の高エネルギー現象
および宇宙線起源の解明に取り組む。観測対象は、巨大ブラックホール天体である活動銀
河核、高速回転中性子星であるパルサー・パルサー星雲、連星系、超新星残骸、宇宙最大の
爆発天体であるガンマ線バーストなどである。また、暗黒物質が対消滅した際に発生する
ガンマ線探索を行い、暗黒物質の正体に迫る。 

 
４．研究成果 
(1) CTA 大口径望遠鏡の初号基を完成させ、2021 年から科学観測を開始した。以下に成果の詳
細を示す。 

① CTA用に開発された光センサである光電子増倍管７本と、我々の先行研究と本研究で開発
した高速GHz波形サンプリング回路からなる、カメラモジュールを 265台組み上げ(図２)、
全数の品質管理試験(増幅率、
線形性、ノイズ、パルス幅、チ
ャンネル間クロストークなど
を測定)を完了した。CTA海外
グループと協力し、このモジ
ュールをカメラ筐体に組み込
み、統合試験を行った後に、
CTA北半球サイトである、ス
ペイン・カナリア諸島ラパル
マ島の海抜約 2000 mのORM
天文台区域に建設されたCTA
大口径望遠鏡初号基(図２)の

図１ 国際宇宙ガンマ線天文台 CTA(北半球サイト)完成予想図。 

 
図２ スペイン・ラパルマ島に設置された CTA 大口径望
遠鏡初号基(主鏡は分割鏡約 200 枚で構成)と焦点面カメ
ラ(光電子増倍管約 2千本と読出し回路)。 



主焦点に取り付け、2018年に望遠鏡が完成し、ファーストライトを迎えた。CTA大口径望
遠鏡は突発天体を捉えるために、20秒で 180度回転できる機動性を持っている。 

② 望遠鏡の装置調整を続け、2019年に、ガンマ線標準天体である、かに星雲からのガンマ線
信号を検出することに成功した。その後、試験
観測を続け、2020年に、1秒間に約 30回転す
る中性子星である、かにパルサーからのガンマ
線パルス信号を検出することに成功し(図３)、
望遠鏡の事象時刻付けが正しく行われている
こと、望遠鏡の低エネルギー側のガンマ線検出
性能が設計通りであることが確認できた。さら
に試験観測を続け、2021年 1月から本格的な
科学観測を開始した。2021年 7月、巨大ブラ
ックホール天体である活動銀河核BL Lacが可
視光で増光したとの速報を受けて、CTA 大口
径望遠鏡でフォローアップ観測を行い、超高エ
ネルギーガンマ線を検出することに成功し、ガ
ンマ線強度を速報で世界の研究者に電信配信
した(ATel #14783)。 

 
(2) 現在稼働中の TeV ガンマ線望遠鏡 MAGIC とフェルミ衛星を用いた 0.1 GeV から数 10 TeV ま
での広帯域ガンマ線観測を行い、以下の主な成果を得た。 

① 南極のニュートリノ観測所 IceCubeで、2017年に、290 TeVの宇宙ニュートリノが検出さ
れ、その到来方向にある、巨大ブラックホールを持つ活動銀河核(TXS0506+056; 約 40億
光年先)のガンマ線増光がフェルミ衛星で観測された。さらに電波からガンマ線までの多波
長観測が行われ、MAGIC 望遠鏡で、この天体からのガンマ線フレアを初検出した(図４)。
この観測結果は、活動銀河核が高エネルギーニュートリノ源の一つであり、ニュートリノ
発生を引き起こす親粒子(陽子)が、PeV(10の 15乗電子ボルト)領域まで加速されているこ

とを示し、天の川銀河外からの宇
宙線(陽子が主成分)の起源解明に
大きく貢献するとともに、マルチ
メッセンジャー天文学における
極めて重要な観測となった。この
成果を、IceCube実験、Fermi衛
星、MAGIC望遠鏡、かなた望遠
鏡及び多波長観測チームの共著
で、Science 誌(361, 1378, 2018
年)に発表し、記者会見を開いた。 
さらに、MAGIC観測を中心とし
た、ニュートリノと電磁波観測デ
ータを整合的に解釈できる理論
モデルを構築し(図５。ApJ誌, 863, L10, 2018年に掲載)、今後の展望を議論した。 

② 太陽一生分のエネルギーをわずか数秒で放出し、ブラックホールが誕生する天体であるガ
ンマ線バーストは、フェルミ衛星の観測により約 100 GeV 以上に伸びるガンマ線放射が示
唆されていた。2019 年、ガンマ線バースト 190114C(約 45 億光年先)のアラート受信後 27

 
図３ CTA 大口径望遠鏡初号基で観測
された、かにパルサーからの周期的ガン
マ線信号(©LST collaboration)。 

 
図４ 南極の IceCube 観測所で観測された高エネルギーニュートリノ事象 IceCube 
170922A(左上)、IceCube、MAGIC、フェルミ(Fermi)衛星 LAT で求めた到来方向(左下)、
活動銀河核 TXS 0506+056 の多波長の強度変動(右)。Science 誌掲載。 

 

図５ 図４の活動銀河核 TXS 0506+056 の多波長スペ
クトルと放射機構モデル。 



秒で、MAGIC 望遠鏡による追尾を開始し、その 13 秒後から解析可能データを取得し、最初
の 20 分間で 50σ以上でガンマ線(0.2－1 TeV)を検出した(図６。Nature 誌 575, 455, 2019
年掲載)。ガンマ線バーストからの観測ガンマ線最高エネルギーの記録(フェルミ衛星によ
る 95 GeV)を更新し、TeV ガンマ線を高有意度で観測することに史上初めて成功した。MAGIC
単独の結果により、TeV 領域ガンマ線は、シンクロトロン放射とは別の放射過程であること
が判明し、さらに、電波からガンマ線までの多波長(17 桁)の観測結果から(図６。Nature 誌, 
575, 459, 2019 年掲載)、高エネルギーガンマ線は、シンクロトロン自己コンプトン散乱
(SSC)であることが判明し、GRB に普遍的に存在することが示唆された。記者会見を開き、
成果発表した。 

③ 活動銀河核の一種である電波銀河 M87 を 2017 年 4月に、電波(Event Horizon Telescope, 
東アジア VLBI ネットワーク)、可視、X線、ガンマ線で共同観測し、ガンマ線は、ブラック
ホール近傍の電波放射領域とは異なる場所から放射されていることが示された(図７。The 
Astrophysical Journal Letters 誌, 911, L11, 2021 年掲載)。この研究成果をプレスリリ
ースした。 

④ 超新星残骸では、10 の 15 乗電子ボルト領域までの粒子加速(PeVatron)が行われていると
考えられ、天の川銀河内の宇宙線起源の有力候補天体である。PeVatron 候補天体である超
新星残骸 G106.3+2.7 を MAGIC 望遠鏡で観測し、ガンマ線放射領域がエネルギーで異なり、
1 TeV 付近の放射領域は、パルサー星雲に近いが、10 TeV 付近の放射領域は、Tibet ASγ
実験などで検出されたサブ PeV の放射領域と一致し、陽子起源が示唆された(図８。
Astronomy & Astrophysics 誌, 671, id.A12, 2023 年掲載)。この結果は、超新星残骸が
PeVatron 宇宙線起源であることを支持する。 

 

 
図６ ガンマ線バースト GRB 190114C の観測結果(Nature 誌掲載)。ガンマ線バースト
想像図(©東京大学宇宙線研究所/若林菜穂)(左上)。MAGIC および Swift 衛星(X 線)で観
測された強度の時間変化(右上)。電波からガンマ線までの多波長ライトカーブ(左下)。
X 線からガンマ線までのエネルギースペクトル(トリガー発生 110-180 秒後)(右下)。
MAGIC 望遠鏡のデータ点は、可視赤外背景放射による吸収補正前(白丸)と補正後(黄色
丸)。実線のモデルは、シンクロトロン放射(左側)と SSC 放射過程(右側)。 

  

図７：電波銀河 M87 の多波長画像(左)と多波長スペクトル(右)。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 平均 14.7 年で爆発を繰り返す再帰新星(白色矮星を含む連星系)RS Oph が 2021 年 8 月に爆
発を起こし、MAGIC で追観測した結果、60-250 GeV のγ線を検出した。H.E.S.S.望遠鏡に
よる検出とともに、超高エネルギー領域で再帰新星が検出された最初の観測となった。フ
ェルミ衛星 LAT と MAGIC 望遠鏡で観測されたスペクトルは、新星の衝撃波で加速された電
子よりも陽子によるγ線放射の方がよく説明できた(図９。Nature Astronomy 誌, 6, 760, 
2023 年掲載)。 

⑥ 天の川銀河中心領域を、MAGIC 望遠鏡で、2013 年から 2020 年までの 223 時間観測し、暗黒
物質質量 0.9-100 TeV の暗黒物質対消滅断面積の上限値を求め、20 TeV 以上に対して従来
に比べ約 2倍強い制限を与えた(図１０。Physical Review Letters 誌, 130, id.061002, 
2023 年掲載)。 

 
図８ 超新星残骸 G106.3+2.7 の MAGIC 望遠鏡による観測画像(左、中)と超新星残骸
tail 部の多波長スペクトル(右)。 

 
図１０ MAGIC 望遠鏡による暗黒物質対消滅断面積上限値(左)、他実験との比較(右)。 

 
図９ 再帰新星 RS Oph の観測結果(Nature Astronomy 誌掲載)。光度変動(左上)、RS 
Oph(白色矮星と赤色巨星の連星系)での陽子および電子加速の描像(右上)、観測スペク
トルと陽子起源モデル(左下)、観測スペクトルと電子起源モデル(右下)。 
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CTA報告169: CTA大口径望遠鏡2-4号機焦点面カメラモジュールの組立および性能試験(II)

日本物理学会 2020年秋季大会

Cherenkov Telescope Array (CTA) 計画：全体報告(18)

 １．発表者名
齋藤隆之、手嶋政廣、戸谷友則、野田浩司、吉越貴紀、吉田龍生、井岡邦仁、窪秀利、山本常夏、田島宏康、他 CTA Consortium



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本物理学会 第76回年次大会

日本物理学会 第76回年次大会

日本天文学会 2021年春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

野上優人、片桐秀明、吉田龍生、猪目祐介、大岡秀行、岡崎奈緒、小林志鳳、齋藤隆之、櫻井駿介、高橋光成、Daniela Hadasch、Daniel
Mazin、手嶋政廣、岡知彦、窪秀利、野崎誠也、奥村曉、折戸玲子、山本常夏、櫛田淳子、西嶋恭司、郡司修一、中森健之、佐々木寅旭、
砂田裕志、立石大、寺田幸功、田中真伸、他 CTA-Japan Consortium

I.Vovk, C.Fruck, Y.Iwamura, M.Strzys, S.Fukami, D.Hadasch, T.Inada, S.Inoue, Y.Kajiwara, Y.Kobayashi, H.Kubo, J.Kushida,
D.Mazin, K.Nishijima, K.Noda, S.Nozaki, Y.Ohtani, T.Oka, T.Saito, S.Sakurai, M.Takahashi, M.Teshima, The MAGIC Collaboration

M.Strzys, G.Morlino, S.Masuda, I.Vovk, S.Fukami, D.Hadasch, T.Inada, S.Inoue, Y.Iwamura, Y.Kajiwara, Y.Kobayashi, H.Kubo,
J.Kushida, D.Mazin, K.Nishijima, K.Noda, S.Nozaki, Y.Ohtani, T.Oka, T.Saito, S.Sakurai, M.Takahashi, M.Teshima, The MAGIC
Collaboration, S.Celli

窪秀利、手嶋政廣、戸谷友則、井岡邦仁、齋藤隆之、田島宏康、野田浩司、吉田龍生、吉越貴紀

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

CTA 大口径望遠鏡におけるDRS4 波形記録チップのサンプリング時間幅較正

MAGIC report 77: MAGIC observations of the diffuse gamma-ray emission in the vicinity of the Galactic Centre

MAGIC report 78: Study of the GeV to TeV morphology of the gamma Cygni SNR (G78.2+2.1) with MAGIC and Fermi-LAT

CTA報告172: 全体報告

 １．発表者名

 １．発表者名

日本物理学会 第76回年次大会



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本天文学会2019年秋季年会

日本天文学会 2019年秋季年会

日本天文学会 2019年秋季年会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

岡知彦、梶原侑貴、窪秀利、野崎誠也、平子丈、増田周、緒方智之、櫛田淳子、西嶋恭司、古田智也、浅野勝晃、稲田知大、岩村由樹、大
谷恵生、小林志鳳、齋藤隆之、櫻井駿介、高橋光成、永吉勤、野田浩司、Daniela Hadasch、深見哲志、手嶋政廣、Daniel Mazin、中森健
之、井上進、他 MAGIC Collaboration、佐野栄俊、福井康雄

深見哲志、野田浩司、稲田知大、岩村由樹、齋藤隆之、櫻井駿介、高橋光成、Daniela Hadasch、手嶋政廣、Daniel Mazin、井上進、
Alessio Berti、Stefano Covino、Davide Miceli、Elena Moretti、 Lara Nava、須田祐介、Ievgen Vovk、窪秀利、野崎誠也、増田周、櫛
田淳子、辻本晋平、西嶋恭司、他 MAGIC Collaboration

井上進、Lara Nava、野田浩司、深見哲志、Alessio Berti、Davide Miceli、Stefano Covino、Elena Moretti、須田祐介、Ievgen Vovk、
稲田知大、岩村由樹、齋藤隆之、櫻井駿介、高橋光成、Daniela Hadasch、手嶋政廣、Daniel Mazin、櫛田淳子、辻本晋平、西嶋恭司、窪
秀利、野崎誠也、増田周、他 MAGIC Collaboration

窪秀利、井岡邦仁、吉田龍生、山本常夏、齋藤隆之、手嶋政廣、戸谷友則、野田浩司、吉越貴紀、田島宏康、他 CTA Consortium

日本天文学会2019年秋季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Boomerangパルサー風星雲と超新星残骸G106.3+02.7からの超高エネルギーガンマ線放射

MAGIC望遠鏡によるGRB 190114C からの超高エネルギーガンマ線の発見

GRB 190114CからのTeVガンマ線放射の物理

Cherenkov Telescope Array (CTA) 計画：全体報告（16）

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本天文学会2019年秋季年会

日本物理学会2019年秋季大会

日本物理学会2019年秋季大会

日本物理学会2019年秋季大会

辻本晋平、櫛田淳子、Elina Lindfors、Monica Vazquez Acosta、井上進、岩村由樹、窪秀利、齋藤隆之、手嶋政廣、西嶋恭司、野田浩
司、Daniela Hadasch、増田周、Daniel Mazin、他 MAGIC Collaboration、Fillippo D'Ammando

高橋光成、Wrijupan Bhattacharyya、稲田知大、井上進、岩村由樹、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、櫻井駿介、辻本晋平、手嶋政廣、西嶋
恭司、野崎誠也、野田浩司、Daniela Hadasch、深見哲志、増田周、Daniel Mazin、他 MAGIC Collaboration、林田将明、他 Fermi-LAT
Collaboration

野田浩司、井上進、Alessio Berti、Stefano Covino、深見哲志、Davide Miceli、Elena Moretti、Lara Nava、須田祐介, Ievgen Vovk、
稲田知大、岩村由樹、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、櫻井駿介、高橋光成、辻本晋平、手嶋政廣、西嶋恭司、野崎誠也、Daniela
Hadasch、増田周、Daniel Mazin、他MAGIC Collaboration

 ２．発表標題

 ２．発表標題

齋藤隆之、猪目祐介、大岡秀行、岡崎奈緒、小林志鳳、櫻井駿介、高橋光成、手嶋政廣、Daniela Hadasch、Daniel Mazin、岡知彦、窪秀
利、野崎誠也、増田周、奥村曉、折戸玲子、片桐秀明、野上優人、吉田龍生、櫛田淳子、西嶋恭司、郡司修一、中森健之、砂田裕志、永吉
勤、田中真伸、山本常夏、他 CTA-Japan consortium、池野正弘、内田智久

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MAGIC報告 69：ブレーザーBL Lacertaeに対する2015年の多波長観測(2)

MAGIC報告70：ブレーザー1ES 1959+650の2016年TeVフレアの多波長観測

MAGIC報告71：GRB 190114CからのTeVガンマ線の発見
 ２．発表標題

CTA 大口径望遠鏡初号機のカメラの較正と試験観測

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2020年

2020年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本天文学会2020年春季年会

日本物理学会 2018年秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

砂田裕志、猪目祐介、大岡秀行、岡崎奈緒、奥村曉、折戸玲子、片桐秀明、櫛田淳子、窪秀利、郡司修一、齋藤隆之、手嶋政廣、寺田幸
功、中森健之、永吉勤、西嶋恭司、山本常夏、吉田龍生、Daniela Hadasch、Daniel Mazin、他CTA-Japan Consortium

井上進、Lara Nava、野田浩司、Alessio Berti、Stefano Covino、深見哲志、Davide Miceli、Elena Moretti、須田祐介、Ievgen Vovk、
稲田知大、岩村由樹、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、櫻井駿介、高橋光成、辻本晋平、手嶋政廣、西嶋恭司、野崎誠也、Daniela
Hadasch、増田周、Daniel Mazin、他MAGIC Collaboration

野上優人、片桐秀明、吉田龍生、猪目祐介、大岡秀行、岡崎奈緒、小林志鳳、齋藤隆之、櫻井駿介、高橋光成、Daniela Hadasch、Daniel
Mazin、手嶋政廣、岡知彦、窪秀利、野崎誠也、増田周、奥村曉、折戸玲子、櫛田淳子、西嶋恭司、郡司修一、中森健之、砂田裕志、立石
大、永吉勤、田中真伸、山本常夏、他 CTA-Japan consortium、池野正弘

浅野勝晃、深見哲志、野田浩司、井上進、Alessio Berti、Stefano Covino、Davide Miceli、Lara Nava、Elena Moretti、須田祐介、
Ievgen Vovk、Daniela Hadasch、稲田知大、岩村由樹、Daniel Mazin、齋藤隆之、櫻井駿介、Marcel Strzys、高橋光成、手嶋政廣、窪秀
利、野崎誠也、櫛田淳子、西嶋恭司、他 MAGIC collaboration、有元誠

日本物理学会2019年秋季大会

日本天文学会2020年春季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

CTA報告142：CTA大口径望遠鏡初号機の焦点面カメラ統合試験(II)

MAGIC報告72：GRB 190114CからのTeVガンマ線放射の物理

CTA 大口径望遠鏡初号機における波形サンプリング時間幅較正および 2-4 号機用カメラの組立・品質管理

MAGIC 望遠鏡による GRB 190114C からの逆コンプトン散乱放射の観測

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2018年秋季大会

日本物理学会 2018年秋季大会

窪秀利、手嶋政廣、戸谷友則、井岡邦仁、片桐秀明、 櫛田淳子、齋藤隆之、田島宏康、中森健之、野田浩司、山本常夏、吉越貴紀、吉田
龍生、Daniel Mazin、他CTA-Japan Consortium

井上進、稲田知大、岩村由樹、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、高橋光成、辻本晋平、手嶋政廣、中森健之、永吉勤、西嶋恭司、野田浩司、
林田将明、深見哲志、増田周、Daniela Hadasch, Daniel Mazin、他MAGIC Collaboration

櫻井駿介、猪目祐介、大岡秀行、岡崎奈緒、奥村曉、折戸玲子、片桐秀明、櫛田淳子、窪秀利、郡司修一、齋藤隆之、手嶋政廣、寺田幸
功、中森健之、永吉勤、西嶋恭司、山本常夏、Daniela Hadasch、Daniel Mazin、他CTA-Japan Consortium

野崎誠也、猪目祐介、大岡秀行、岡崎奈緒、奥村曉、折戸玲子、片桐秀明、櫛田淳子、窪秀利、郡司修一、齋藤隆之、手嶋政廣、寺田幸
功、中森健之、永吉勤、西嶋恭司、山本常夏、吉田龍生、Daniela Hadasch、Daniel Mazin、他CTA-Japan Consortium

日本天文学会 2018年秋季年会

日本物理学会 第74回年次大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

CTA報告139：全体報告

MAGIC報告65：ブレーザーTXS 0506+056のマルチメッセンジャー観測と高エネルギーニュートリノ放射・宇宙線加速機構

CTA 大口径望遠鏡初号機のカメラ最終試験報告

CTA報告150：CTA大口径望遠鏡初号機の焦点面カメラ試運転試験

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第74回年次大会

日本物理学会 第74回年次大会

日本物理学会 第74回年次大会

日本物理学会 第74回年次大会

永吉勤、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、高橋光成、手嶋政廣、中森健之、西嶋恭司、野田浩司、増田周、Daniela Hadasch, Daniel
Mazin、他MAGIC Collaboration、勝田哲、佐藤浩介、田代信、寺田幸功

岡知彦、梶原侑貴、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、高橋光成、手嶋政廣、中森健之、西嶋恭司、野崎誠也、野田浩司、増田周、Daniela
Hadasch, Daniel Mazin、他MAGIC Collaboration、佐野栄俊、福井康雄

梶原侑貴、岡知彦、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、高橋光成、手嶋政廣、中森健之、西嶋恭司、野崎誠也、野田浩司、増田周、Daniela
Hadasch, Daniel Mazin、他MAGIC Collaboration

 ２．発表標題

 ２．発表標題

窪秀利、手嶋政廣、戸谷友則、井岡邦仁、片桐秀明、 櫛田淳子、齋藤隆之、田島宏康、中森健之、野田浩司、山本常夏、吉越貴紀、吉田
龍生、Daniel Mazin、他CTA-Japan Consortium

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MAGIC報告66：HESS J1912+101 領域のガンマ線放射

MAGIC報告67：Boomerang パルサー風星雲と超新星残骸G106.3+2.7からの超高エネルギーガンマ線放射

MAGIC報告68：BL Lac型天体S5 0716+714の超高エネルギーガンマ線フレア解析
 ２．発表標題

CTA報告147：全体報告

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2017年秋季大会

日本物理学会 2017年秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

窪秀利、井岡邦仁、片桐秀明、 櫛田淳子、齋藤隆之、中森健之　Daniel Mazin、他 CTA-Japan Consortium

平子丈、窪秀利、齋藤隆之、Daniel Mazin、片桐秀明、 櫛田淳子、中森健之、他 CTA-Japan Consortium

岩村由樹、齋藤隆之、窪秀利、櫛田淳子、他 MAGIC Collaboration

辻本晋平、櫛田淳子、齋藤隆之、窪秀利、Daniel Mazin、他 MAGIC Collaboration

日本天文学会 2017年秋季年会

日本天文学会 2017年秋季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

CTA報告123：全体報告

CTA大口径望遠鏡初号機カメラの建設状況

MAGIC望遠鏡による銀河系中心領域からのガンマ線観測

MAGIC報告 62: ブレーザーBL Lacertaeに対する2015年の多波長観測

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 2017年秋季大会

日本天文学会  2018年春季年会

櫻井駿介、片桐秀明、櫛田淳子、 窪秀利、齋藤隆之、中森健之、Daniel Mazin、他 CTA-Japan Consortium

平子丈、窪秀利、齋藤隆之、Daniel Mazin、片桐秀明、 櫛田淳子、中森健之、他 CTA-Japan Consortium

窪秀利、井岡邦仁、片桐秀明、 櫛田淳子、齋藤隆之、中森健之　Daniel Mazin、他 CTA-Japan Consortium

野田浩司、齋藤隆之、Daniel Mazin、窪秀利、櫛田淳子、他 MAGIC Collaboration

日本天文学会  2018年春季年会

日本天文学会  2018年春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

CTA報告125: CTA大口径望遠鏡初号機の焦点面検出器建設状況

CTA大口径望遠鏡初号機の焦点面カメラ統合試験

Cherenkov Telescope Array (CTA) 計画：全体報告(14)

MAGIC 望遠鏡による short GRB160821B の観測

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

 ２．発表標題

 ２．発表標題

CTA-Japan ホームページ 
http://www.cta-observatory.jp/ 
MAGIC-Japan ホームページ 
http://magic.scphys.kyoto-u.ac.jp/ 

日本物理学会  第73回年次大会

日本物理学会  第73回年次大会

日本物理学会  第73回年次大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

深見哲志、櫛田淳子、窪秀利 、齋藤隆之、Daniel　Mazin、他 MAGIC Collaboration

野崎誠也、片桐秀明、 窪秀利、齋藤隆之、中森健之、Daniel Mazin、他 CTA-Japan Consortium

岩村由樹、櫛田淳子、窪秀利、齋藤隆之、Daniel Mazin、他 MAGIC Collaboration
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